
　孔子は『論語』の中で、「道
みち

を謀
はか

りて、食
しょく

を謀
はか

らず」

〈衛霊公第十五〉と言っています。また、「食に飽
あ

くこ

とを求むる無し」〈学而第一〉とも言っています。いず

れも君子のあり方を説いたもので、君子たる者、世

の為に働くことが第一で、「食べる」ことは二の次だ、

という意味です。

　では孔子は食生活には無関心だったのでしょうか。

必ずしもそうとは言えません。ここで言う「食」とは

食事ではなく、食
しょく

禄
ろく

、給料のことです。暮らしの満足

度、と言い換えることもできます。人の上に立つほど

の者は、自分の暮らしにあまりこだわるな、というの

が真意です。では食生活について、孔子はどのように

考えていたのでしょうか。

　次の文を見てみましょう。「食不厌精，脍不厌细（Sì 

bú yàn jīng, kuài bú yàn xì）」（食
し

は精
せい

を厭
いと

わず、膾
かい

は細
さい

を厭
いと

わず）〈郷党第十〉。この場合の「食」は現代中

国音ではsì、日本音では食
し

と読みます。「食
し

」とは米、

麦、黍
きび

等、主食になる穀物のこと、いわゆるゴハン

のことです。精は精
しら

げること。米ならば精米するこ

とです。膾
かい

は細く切った肉のことです。ここの意味は、

穀物はできるだけ丹念に精
しら

げる、肉はできるだけ丹

念に細切りにする、ということになります。

　これだけ見ても孔子は、食物に無関心どころか、

相当こだわっていたことが窺えます。文は続きます。

「食饐而餲，鱼馁而肉败，不食。色恶不食，臭恶不食（Sì 

yì ér ài, yú něi ér ròu bài, bù shí。 Sè è bù shí, 

chòu è bù shí）」（食
し

の饐
い

して餲
あい

し、魚
うお

の餒
だい

して肉の

敗
はい

したるは、食
く

らわず。色の悪
あ

しきは食
く

らわず。臭
にお

い

の悪
あ

しきは食
く

らわず）。ゴハンの古くなったもの、魚

や肉の爛
ただ

れたもの、色の良くないもの、臭いの良くな

いものは食べない。饐
い

はゴハンが古くなること、餲
あい

は

味が変わること、餒
だい

は魚が腐ること、敗
はい

は肉が爛
ただ

れる

こと。これらの文字はいずれも賞味期限がとっくに切

れていることを表わします。今日の常識からすると

当然のことかも知れませんが、保存法や衛生知識の

不十分だった当時の状況を考えると、孔子は食生活

に人一倍神経を使っていたと言えます。

　文は更に続きます。「失飪不食，不时不食，割不正，

不食。不得其酱，不食。肉虽多，不使胜食气（Shī rèn 

bù shí，bù shí bù shí，Gē bú zhèng，bù shí。

Bù dé qí jiàng，bù shí。Ròu suī duō，bù shǐ 

shèng sì qì）」（飪
じん

を失
うしな

いたるは食
く

らわず。時
とき

ならざ

るは食
く

らわず。割
かつ

の正しからざるは、食
く

らわず。其の

醤
しょう

を得ざるは、食
く

らわず。肉は多しと雖も、食
し

気
き

に勝

たしめず）。煮
に

具合の悪いものは食べない。時節に合

わないものは食べない。調理法の正しくないものは

食べない。タレの合わないものは食べない。肉は多く

てもゴハン以上には食べない。

　飪
じん

とは煮
に

具合のこと、時
とき

とは旬
しゅん

のこと、割
かつ

とは調理

法のこと、醤
しょう

とはタレのこと、食
し

気
き

とはゴハンの量の

ことです。孔子の食
しょく

へのこだわりも、ここまでくると

食通の域に達していたと言えるかもしれません。し

かも食事心得としては現代でも十分通用しそうです。

では、酒はどうだったでしょうか。「唯酒无量，不及

乱（Wéi jiǔ wú liàng bù jí luàn）」。（唯
ただ

酒は量
りょう

無し。

乱に及ばず）。酒はいくらでも飲むが、乱れるほどに

は飲まない。

　さすが孔子先生、酒飲みの心得を示すことも、忘れ

てはいませんでした。

� （わんりぃ「中国語で読む漢詩の会」講師）
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